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 ２月１７日（火）にとりぎん文化会館イベントホール（展示室）におい

て、「～それぞれの活動をまちの安心につなげよう～おしゃべりからは

じまる災害支援のネットワーク」をテーマに交流会を開催しました。（参

加者数３7 名/参加団体数２3 団体） 

 オープニングトークでは、進行役のＮＰＯ法人とっとり災害支援連絡

協議会代表理事の佐藤淳子さんに、交流拠点づくり、災害時のネット

ワークづくり、災害要支援者の把握などの活動についてご紹介いただ 
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ミラ・クル・とっとりプラットフォーム交流会（１月） 

ミラ・クル・とっとりプラットフォーム交流会（２月）  

きました。そのあと、株式会社とっとりずむ代表取締役の酒本勇太さんに、日頃行っている地域の情報発信

を災害時にも行った事例、またＮＰＯ法人こども未来ネットワーク副理事長の楠本知恵美さんに、普段行っ

ている子ども・子育て支援の活動を被災地でも行った事例についてお話いただきました。 

 グループ交流では、「ペットの避難」「災害時の子ども支援」「平時からの関係づくり」など、参加者が話した

いことをもとにテーマを設定し、話し合いを行いました。参加者からは「普段からの繋がりが大切だと感じ

た」「多くの方とつながりが持てて安心感につながった」「参加者の活動を知ることができてよかった」など

の声をいただきました。 

 

 

 

講師より、以下のポイントについて教えていただきました。 

「生成系ＡＩは、チラシの作成、助成金獲得の資料作成、アンケート結果の

整理等、活動の課題解決に活用できる/「具体的に」「わかりやすく」問い

かけることで、より具体的で思った通りの回答が得られる/回答が本当に

合っているか、最後の事実確認は自身で行う必要がある/ＡＩは全世界の

情報を幅広く学習している。個人が特定される情報、ネガティブな聞き方

をするとＡＩも学習してしまうため、聞く時に配慮をすることが大切」 

１月１９日（月）に鳥取市民交流センターにおいて、「ＡＩを活用してみよう！地

域づくりのための生成系ＡＩ入門講座」を開催しました。（参加者２９名/参加団

体数１３団体） 

１２月のＩＴ活用セミナーに続き、今回もｈｕｇ-ｌｕｍａ代表の二河等さんに講師

を務めていただきました。初めに「生成系AI の特徴と注意点」についてのお話

をお聞きしたあと、参加者の皆さんで 「ChatGPT」や「Google Gemini」に

様々な「問いかけ」をして実際に生成系ＡＩを体験しました。 

また、参加者の皆さんからは、「助成金申請の書き方についてアドバイスをもらえた」「これまでずっと

考えていたことを問いかけてみたら、すぐにアイデアを出してくれた」「ＡＩの基本や注意すべきことにつ

いて勉強できた」といった声が聞かれました。 
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第１２回とっとりイーパーツリユースＰＣ寄贈プログラム寄贈式 

今年も認定ＮＰＯ法人イーパーツ（東京都）のご協力のもと、とっとりイー

パーツリユースＰＣ寄贈プログラムを実施し、以下の団体にＰＣや複合機等

を寄贈しました。 

また、今回は寄贈式の中で団体同士の交流を兼ねて「チラシコンテスト」

を開催しました。各団体からこれまで作成したチラシの中から渾身の１枚

を持ち寄っていただき、チラシの内容をもとに団体の活動について紹介を

していただきました。 

その後、参加者同士で投票を行って、投票が多かった２つの団体にはイ

ーパーツから景品を授与していただきました。 

中国ろうきんＮＰＯ寄付システム寄付金贈呈式 

  

あいおいニッセイ同和損保 

あいおいニッセイ同和損保助成プログラムは、同

社役職員による募金制度「ＭＳ＆ＡＤゆにぞんスマ

イルクラブ」で集まった寄付金に、同社が同額の寄付

金を加えたマッチングギフトです。２月２７日（金）

に審査会が開催され、以下の３団体が採択となりま

した。贈呈式は３月１１日（水）に執り行う予定です。 

 
とりぎん青い鳥基金２０２５年度 

下期採択団体決定 

とりぎん青い鳥基金は、地方創生とＳＤＧｓの実現

を目的とした公益信託事業です。鳥取県内で持続可能

な地域づくりに取り組む団体を支援しています。２月

１８日（水）に審査会が開催され、以下の５団体が採択

となりました。贈呈式は各団体へ赴き、執り行う予定

です。 

■特定非営利活動法人自然体験まるたんぼう（智頭町） 

■特定非営利活動法人智頭コミュニティ劇場（智頭町） 

■さじラボみらい（鳥取市） 

■一般社団法人ほどきのとっと（鳥取市）  

■特定非営利活動法人はなとたね（鳥取市）  

■特定非営利活動法人ＯＭＵ（鳥取市）  

■一般財団法人米子市文化財団（米子市）  

■渡上部落荒神講「龍巻神事」保存会（境港市） 

■認定特定非営利活動法人ハーモニィカレッジ（鳥取市）  

■特定非営利活動法人ねっこ（鳥取市）  

■特定非営利活動法人伯耆みらい（伯耆町）  

■特定非営利活動法人ライヴ（米子市）  

■特定非営利活動法人ぴのきお（米子市） 

■特定非営利活動法人十人十色（鳥取市）【保健・医療・福祉】 ■認定特定非営利活動法人人と動物の共生 

センター鳥取支部（智頭町）【災害救援】 ■特定非営利活動法人はなとたね（鳥取市）【子どもの健全育成】 

■特定非営利活動法人こども未来ネットワーク（倉吉市）【子どもの健全育成】 ■特定非営利活動法人希望の   

星（米子市）【子どもの健全育成】 ■特定非営利活動法人カウベル文化振興会（琴浦町）【文化・スポーツ】 

■特定非営利活動法人米子ローイング協会（米子市）【文化・スポーツ】 ■特定非営利活動法人中海再生プロ 

ジェクト（米子市）【環境保全】 ■特定非営利活動法人コーカラ健康塾（米子市）【その他（まちづくり）】 

助成プログラム採択団体決定 

３月４日（水）、中国労働金庫の普通預金口座を

通じて、子ども・福祉・文化・環境などの活動分野

ごとにいただいた寄付金を、令和７年度配分先９団

体に贈呈しました。 

贈呈式では、団体の活動紹介や寄付金の活用予定

などを発表いただき、交流を深める機会となりまし

た。 
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若桜町、琴浦町、米子市にてＮＰＯ出前相談会を開催しました。「センターまでなかなか行けない」とい 

う団体も組織運営や資金調達などの相談に来られました。 

■若桜町■１２月１９日（金）会場：相談支援事業所ほーむ/おたがいさま食堂 

■琴浦町■１月３０日（金） 会場：カウベルタウンセミナールーム 

■米子市■１１月２７日（木） 会場：米子市ボランティアセンター 

 

【ＮＰＯ交流会／倉吉市開催】「助成金審査を体験してみよう！ 
助成金審査員の視点から考える助成金申請セミナー」 

２月１２日（木）に、エースパック未来中心セミナールーム７にて、倉吉市

と共催で助成金の審査会を体験しながら申請書作成のコツを学ぶセミ

ナーを開催し、８名の方にご参加いただきました。 

参加者の皆さんには実際に模擬審査会を体験していただきました。そ

の後、事務局から「助成金を出す側の想いを募集要項の目的の部分か

ら確認すること」「文字数などの様式を守ること」「審査項目を意識した

内容にすること」などについて申請書を作成する時のポイントを解説さ

せていただきました。 

Ｎ Ｐ Ｏ 出 前 相 談 会 （ てとりの出 前 相 談 会 ）  

【ＮＰＯ交流会／米子市開催】ボランティア団体交流会 in 米子 

～あの団体はどんなふうに仲間づくりをしているの？～ 

【ＮＰＯ交流会／境港市開催】 
どうやって活動を伝える？アイデア出し＆活動団体交流会 

１月８日（木）に、米子市ふれあいの里にて、米子市ボランティアセン

ターと共催で、ボランティア活動等を行う団体が集まる交流会を開催

し、１４名の方にご参加いただきました。 

米子市内で活動する日の出湯元気ふろジェクトの石西さんとＮＰＯ

法人グリーンバード米子チームの上川さんに活動紹介をしていただ

き、どのように仲間づくりをしているか等についてお話いただきまし

た。また、後半は参加者のみなさんの関心のあるテーマに分かれて意

見交換を行いました。 

１月２０日（火）に、境港市民活動センターにて、境港市民活動センター

と共催で団体の情報発信について意見交換する交流会を開催し、２５名

の方にご参加いただきました。 

 情報発信について各団体で困っていることを発表し、その後、関心の

あるテーマに分かれて、ＩＣＴアドバイザーの小谷真之介さんに助言をも

らったり、参加者のみなさん同士で意見交換したりしながら情報発信に

ついて楽しく学んでいただきました。 
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企業 ２０団体 

NPO・ボランティア団体 ７５団体 

教育機関 ４団体 

自治体・公的機関 ５団体 

個人 １６名 

認証法人 ２９１法人 

認定法人（特例認定含む） ７法人 

条例指定法人 ３法人 

縦覧中 ０法人 

《お問合せ先》 

公益財団法人とっとり県民活動活性化センター 小林、寺坂、谷、世瀬、山部、中山、野口、西田、福井 

〒682-0023 倉吉市山根 557-1パープルタウン 2 階 電話 0858-24-6460／ﾌｧｸｼﾐﾘ 0858-24-6470 

E メール info@tottori-katsu.net  センターHP https://tottori-katsu.net/ 

■東部とっとり創生支援センター 電話 0857-20-3528 県東部庁舎 1階 東部地域振興事務所内  担当： 椿 

■中部とっとり創生支援センター 電話 0858-24-6460 パープルタウン２階 活性化センター内   担当： 谷 

■西部とっとり創生支援センター 電話 0859-31-9385 県西部総合事務所３階 西部振興課内    担当：池淵 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 
とっとりＳＤＧｓプラットフォーム 
登録団体数（令和８年２月２７日現在） 

 

鳥取県内のＮＰＯ法人数 
（令和８年２月２７日現在） 

【開催報告】「地域イノベーションｘSDGｓ全国オンラインセッション～クロスセクター
で描く地域の２０３０ビジョン～」＆とっとりＳＤＧｓプラットフォーム活動交流会 

とっとりプロボノプロジェクト「最終提案」 

１月１８日（日）に、琴浦町のカウベルタウンにて、10 月から取り組んで

きたとっとりプロボノプロジェクトの最終プログラムとなる最終提案を

行いました。 

当日は、ＮＰＯ法人カウベル文化振興会に対して、４名のプロボノワー

カーが調査した結果をもとに事業戦略の提案を行いました。 

 

とっとりプロボノ、大学生によるミニプロボノの成果 

報告会を開催します。 

■日時：２０２６年３月１０日（火）14:00～１５：３０ 

■場所：SUIKO WORK CAMP（倉吉市山根 645−2 ） 

【開催告知】とっとりプロボノ報告会 

１月２９日（木）に一般社団法人ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク地域ユニ

ット主催の全国のサテライト会場をつないだオンラインセッションが開催

され、鳥取もサテライト会場として参加しました。（参加者１８名／参加団体

１１団体）産業能率大学の中島智人教授が「地域イノベーションのカギとし

てのＳＤＧｓ」 と題してお話しされ、そのあと全国９カ所のＳＤＧｓの取り

組みが紹介されました。活動交流会では、県内の会場参加者とオンライン参

加者をつなぎ、オンラインセッションの感想共有、ＳＤＧｓの取り組み紹介

とともに、取り組むなかでの課題について意見交換を行いました。 

 


